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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
緯糸を挿入するためのグリッパであって、ケース（４）と、緯糸を受容するための鉤状締
付部分（１２）を備えた締付部（５）と、回転可能な柄部（２１）に結合され、トーショ
ンスプリングの作用を受けて緯糸を締付ける、締付部分と協働する揺動可能な締付舌片（
２２）と、締付舌片用操作部材（７）とを含むものにおいて、管状に構成された柄部内に
同軸で配置されており、トーションロッド(２３)が一端を柄部（２１）に相対回転しない
ように結合され、他端は締付舌片の締付力を調整するために調整手段（２８；４１，４２
）を介してケースに結合されていることを特徴とするグリッパ。
【請求項２】
トーションロッド(２３)が鉤状締付部分（１２）の領域内で案内されもしくは支承されて
いることを特徴とする、請求項１に記載のグリッパ。
【請求項３】
　鉤状締付部分（１２）と締付舌片（２２）が、溝（３５）を備えた各１つの締付面（３
３，３４）を有することを特徴とする、請求項１または２に記載のグリッパ。
【請求項４】
　締付面（３３，３４）がグリッパバンド(２)に対して約４５°の角度に配置されている
ことを特徴とする、請求項３に記載のグリッパ。
【請求項５】
　回転可能にケース内で支承された結合部（２６）が柄部（２１）に結合されかつ締付舌
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片（２２）を担持していることを特徴とする、請求項１～４のいずれか１項に記載のグリ
ッパ。
【請求項６】
　結合部（２６）が鉤状締付部分（１２）の領域内で案内されもしくは支承されているこ
とを特徴とする、請求項５に記載のグリッパ。
【請求項７】
　締付舌片（２２）用操作部材（７）が柄部（２１）に固着されていることを特徴とする
、請求項１に記載のグリッパ。
【請求項８】
　緯糸を挿入するための装置であって、グリッパバンド(２)と請求項１～７のいずれか１
項に記載されたグリッパとを有するものにおいて、ケース（４）がグリッパバンド(２)に
固着されており、締付部（５）が突部（１３）を有し、この突部がグリッパバンド(２)に
被さって把持することを特徴とする装置。
【請求項９】
　請求項８に記載された装置を備えた織機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
本発明は、請求項１の前文に記載されたグリッパ、緯糸を挿入するための装置、そしてこ
のような装置を備えた織機に関する。
【０００２】
様々に構成された糸クランプを備えたグリッパが公知である。糸クランプは、実質的に固
定締付部、可動締付部、ばね要素および操作部材からなり、締付方式と締付運動に関して
相互に相違している。
【０００３】
或るグリッパでは、固定締付部が緯糸を受容するための鉤状締付部分を有するケースとし
て構成され、可動締付部は緯糸を締付けるためにコイルばねの作用を受けてケースの長手
方向で摺動可能な締付舌片として構成されている。締付舌片をばね作用に抗してケース内
で案内しかつ摺動させるために、操作部材が締付舌片に結合されている。
【０００４】
別のグリッパでは、固定締付部が緯糸を受容するための鉤状締付部分を備えたケースとし
て構成され、可動締付部は緯糸を締付けるためにコイルばねの作用を受けて、ケース長手
方向を横切って延びる軸の周りを揺動可能な締付レバーとして構成されている。
【０００５】
コイルばねを使用すると、そのための空間とそれを保持および／または案内するための手
段を設けねばならないので不利であることが判明した。
【０００６】
本発明に最も近い冒頭に指摘した種類のグリッパはＤＥ－Ｂ－１０８７０８８により公知
である。トーションスプリングがコイルばねとして構成され、揺動可能な柄部に配置され
ており、この柄部が締付舌片を担持している。トーションスプリングは第１突出ばね腕に
よってケース部分で支えられ、第２突出ばね腕によって、柄部に結合された指片で支えら
れ、こうして柄部に弾性トルクを付与する。この構成は柄軸線を横切って多くの構造空間
を必要とし、その限りで、グリッパ用に必要な小さくてほっそりとした構造様式に対立す
る。トーションスプリングのばね力の調整は予定されていない。
【０００７】
本発明の課題は、グリッパを改良することである。
この課題は、本発明によれば、請求項１の特徴部分によって解決される。
【０００８】
本発明で達成可能な利点は、実質的に、グリッパがごく僅かな個別部品を有し、ごく小さ
な質量であり、柄部軸線を横切って僅かな構造体積を必要とするだけであり、僅かな締付
力で作動し、しかも締付力が調整可能であることに見ることができる。
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【０００９】
緯糸を挿入するための装置は、本発明によれば、請求項８の特徴部分を特徴としている。
【００１０】
以下、添付図面に基づいて本発明を説明する。
【００１１】
グリッパ１とグリッパバンド部分２とを示す図１および図２を参考にする。グリッパ１は
、ケース４、締付部５、締付ユニット６および当該締付ユニットを操作するための垂片７
を有している。
【００１２】
ケース１はプラスチックからなり、締付ユニット６を受容するための穴８を有している。
締付部５は金属からなり、ケース４に結合されている。
【００１３】
締付部５は、ケース４に固着するための部分１１と、緯糸を受容するための鉤状部分１２
と、緯糸挿入時に経糸の損傷を防止するためにグリッパバンド２に被さって把持する突部
１３とを有している。鉤状部分１２は締付面（図示せず）を備えている。鉤状部分には穴
１４が設けられている。
【００１４】
締付ユニット６は、管状柄部２１、締付舌片２２およびトーションロッド２３を含み、ト
ーションロッドは柄部内に配置され、ピン２４によって一端を柄部２１に結合されている
。柄部２１を垂片７の領域内で支えるために、柄部２１は２つの管状突部２５を有してい
る。締付舌片２２は結合部２６を備えており、この結合部は一端が柄部に結合され、他端
には案内ピン２７を有している。締付舌片２２が結合部２６から半径方向で突出するよう
に、締付舌片２２は案内ピン２７に隣接して結合部２６に結合されている。締付ユニット
は工具用係合孔２９を備えたスリーブ２８を有し、係合孔が自由に接近可能となるように
、このスリーブはトーションロッド２３の他端に固着されている。スリーブ２８は回転可
能にケース１の穴８のなかに配置され、ピン３０によってトーションロッド２３に結合さ
れている。スリーブ２８はさらに締付ユニット５をケース１内で固定するのに役立つ。
【００１５】
図３と図４を参考にする。これらの図が示すように、鉤状部分１２および締付舌片２２に
はそれぞれ締付面３３，３４が４５°に配置され、溝３５を備えている。そのことの利点
として、締付面が拡大され、もしくは溝の数が増やされ、緯糸３６用締付長が延長されて
摩擦が大きくなり、緯糸の損傷を防止するために締付力を弱くすることができる。
【００１６】
図５が示すように、締付部５を操作するための垂片７が締付によって柄部２１に結合され
ている。このため、ねじ３７が設けられている。
【００１７】
図６が示すように、スリーブ２８をしっかり緊締するために、締付ブロック４１がねじ４
２でケース４内に配置されている。既述したように、締付ユニット６はスリーブ２８を用
いてケース１内に固定されている。
【００１８】
通常、締付力は緯糸の特性に合わせて調整される。このため、ねじ４２を緩めることによ
ってスリーブ２８の締付が解消され、工具（図示せず）によってスリーブが回される。こ
の回転運動によって、締付舌片が鉤状部分１２に対して向きを変えられる。次いで、ねじ
を締めることによって、スリーブ２８の締付が回復される（図６）。
【００１９】
緯糸を挿入するとき、グリッパの軌道に設けられた調整要素（図示せず）によって垂片７
が変位され、これにより締付舌片２２が鉤状部分１２に対して向きを変えられ、緯糸が鉤
状部分内で受容される。締付舌片の復帰は締付ユニット６の弾性に基づいて行われる。な
お、図２に示されるように、柄部２１は、ピン２４によってトーションロッド２３に結合
され、ピン２４は締付舌片２２に近接して配置されている。トーションロッド２３の他端
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は、スリーブ２８によってケース４に結合されている。しかし、柄部２１は、トーション
力の量に応じてトーションロッドにより許容される最大程度まで、トーションロッド２３
の周りを回転可能である。トーションロッド２３に対して柄部２１を回転させる力は、柄
部２１に固定され且つグリッパの移動中は織機に位置する調整要素（図示せず）によって
移動させられる垂片７によって印加される。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明によるグリッパの図である。
【図２】　図１のＩＩ－ＩＩ線に沿った断面図である。
【図３】　図１の矢印Ｄ方向から見た図である。
【図４】　図１のＩＶ－ＩＶ線に沿った断面図である。
【図５】　図１のＶ－Ｖ線に沿った断面図である。
【図６】　図１のＶＩ－ＶＩ線に沿った断面図である。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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